






























基礎数学３１回目（２００９年３月６日）
出席者３９名＋中西（TA)

曲面Mに対する接ベクトルの概念をD（２回かけると０になる1次の無限小の全体）からMへの
写像として定義し、その後局所的に座標を用いることでMの点ｘでの接ベクトル空間を
線形空間にできるという話をした。またこの線形構造が座標の取り方に依存しないことも
証明した。ここまで話すと大体2時半になっていた。

ここからMaxwellの方程式について復習し、これを微分形式と外微分を用いることで２つの方程式に
纏め上げられるという話をし、詳細はReport問題とした。物理学を履修していないものにも理解できる
よう配慮した。

最後になりますが、いつもの定位置に奈佐原先生がいないというのは、いかに寂しいものであるかを
実感しました。

西村泰一（にしむらひろかず）
筑波大学数学系
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